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


の範囲を動くとき，座標平面上の直線

  

　上の点，について，不等式

   

　が成り立つことを示せ．

　　本問では，単純に（左辺）－（右辺）などによる不等式証明の手順を踏めば，証明はさほど

　難しくはない．により，：   のグラフをのスライダーを設定し，
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
の範囲で動かしてみるとの通過領域が下図のようになり，   が

　包絡線になっていることが分かる．これが本問の背景であり，通過領域を考えるよい題材になる

　のではないか．

　　また類題として，：   や：    の
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に

　おける通過領域を考えて，や上の点，がどのような不等式を満たすのか考えてみるの

　も面白い．

 


